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国・地域
インドネシア 6%
フィリピン 3%
インド -1%
⾹港 -4%

マレーシア -6%
シンガポール -7%

タイ -10%
中国 -11%
韓国 -12%

世界株式 -12%
台湾 -13%
⽶国 -14%
ドイツ -14%
⽇本 -17%

円/インドルピー 0.4%

騰落率国・地域
インド 1%

インドネシア -3%
マレーシア -4%
⽶国 -5%
台湾 -5%
タイ -5%

世界株式 -7%
シンガポール -8%

⾹港 -8%
フィリピン -12%
⽇本 -15%
韓国 -17%
ドイツ -18%
中国 -19%

円/インドルピー -11%

騰落率

2019年1⽉21⽇

2018年のインド株式は底堅いパフォーマンス（現地通貨ベース）

平素は「⾼成⻑インド・中型株式ファンド／⾼成⻑インド・中型株式ファンド（年1回決算型）」（以下、当ファンド）を
ご愛顧賜り厚く御礼申し上げます。
当レポートでは、当ファンドの実質的な運⽤を担当する「コタック・マヒンドラ」グループ（以下、コタック）のコメントを基に、
インド中型株式の2018年のパフォーマンスと2019年の展望等をご紹介します。

最優秀ファンド賞

※左記の受賞は「⾼成⻑インド・中型株式ファンド」のみが対象。
詳細は最終ページをご確認ください。

＊ R&Iファンド⼤賞では、2015年、2016年は優秀ファンド賞、2017年、
2018年は最優秀ファンド賞を受賞しました。

＜各国・地域の株式の騰落率（現地通貨ベース）＞

（注）世界株式はMSCI AC World、各国・地域はMSCIの各国・地域のインデックスを使⽤（いずれも配当込み、現地通貨ベース） 。
（出所）FactSet、CEIC、Bloombergのデータを基に三井住友アセットマネジメント作成
※上記は過去の実績であり、今後の市場環境等を保証するものではありません。また、当ファンドの将来の運⽤成果等を⽰唆あるいは保証するものでは

ありません。

2018年（2017年12⽉末〜2018年12⽉末） 2018年10⽉以降（2018年9⽉末〜2018年12⽉末）

 2018年の世界の株式市場は、⽶国⾦利の上昇や⽶中貿易摩擦、中国景気の減速懸念等を受けて軟調な展開とな
りました。⽇⽶独やアジア主要国・地域の株式市場が下落する中、2018年のインド株式は+1％と底堅いパフォーマン
スとなりました。また、2018年10⽉以降の世界的な株式市場の下落局⾯においても、インド株式の下落は-1％と限
定的でした（いずれも現地通貨ベース）。

 底堅いインド株式の背景には、主要国と⽐べ⾼い経済成⻑が⾒込まれること、インドはアジア主要国の中でも輸出に占
める中国・⾹港の割合が低く（9.3％、2017年）、中国の景気動向の影響を受けにくいこと等が考えられます。

 インドルピーは⽶国⾦利の上昇やトルコショック等を受けて新興国通貨が全般的に売られる中、対円で⼤きく下落しました。

⾼成⻑インド・中型株式ファンド
⾼成⻑インド・中型株式ファンド（年1回決算型）

インド中型株式の2018年のパフォーマンスと2019年の展望
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（出所）Bloomberg、各種報道を基に三井住友アセットマネジメント作成
※上記は過去の実績および当資料作成時点の市場⾒通しであり、将来の運⽤成果および市場環境の変動等を⽰唆あるいは保証するものではありま

せん。今後、予告なく変更することがあります。

2019年の注⽬イベント：モディ⾸相の続投をかけた総選挙

＜インド株式の推移＞
2015年12⽉末〜2018年12⽉末  原油⾼はインド経済へ悪影響を及ぼすことが懸念

されます。インドは輸⼊に占める原油・⽯油製品の
割合が⾼いことから、原油価格が上昇するとインフレ
や貿易収⽀・経常収⽀の悪化につながるためです。

 インド中型株式は、2017年末までは概ね堅調に
推移していましたが、2018年は⽶国株式の急落
や60⽶ドル/バレルを超えた原油価格などを嫌気
して下落しました。特に原油価格の影響を受けや
すい内需関連銘柄のウェイトが⾼いインド中型株
式の2018年のパフォーマンスは、インド⼤型株
式に劣後しました。

 しかし、⽶中貿易摩擦による中国経済の減速、そ
れに伴う原油需要の減退懸念等を背景に、
2018年10⽉以降は原油価格が⼤きく下落して
おり、インド中型株式は上昇傾向に転じています。

※2015年12⽉末を
100として指数化

2018年

インド⼤型株式 インド中型株式

騰落率 4.7％ -14.6％

＜2018年の騰落率＞
2017年12⽉末〜2018年12⽉末

（注）インド⼤型株式はニフティ50、インド中型株式はニフティ中型株100（いずれも配当込み、現地通貨ベース）、原油価格はWTI原油先物を使⽤。
（出所）Bloombergのデータを基に三井住友アセットマネジメント作成

2018年のインド中型株式は原油⾼等の影響で軟調な展開に

 インドでは、モディ⾸相の2期⽬をかけた下院の総
選挙が2019年4〜５⽉に実施される予定です。

 総選挙の勝敗を占う前哨戦として注⽬された5州
の州議会選挙は、2018年12⽉に開票され、モ
ディ⾸相率いる与党BJP（インド⼈⺠党）が全州
で敗北する結果となり、BJPは総選挙に対して危
機感を抱いていると考えられます。

 インドでは経済における農業の重要性が⾼いため、
総選挙で票固めを⾏うには農⺠対策が極めて重
要となります。モディ⾸相が2019年2⽉に提出する
2019年度の予算案には、農⺠に対する補助⾦
などの政策が盛り込まれるとみられます。

 なお、各党に政策の違いが少なく、政権交代が多
いインドでは、仮にモディ⾸相が敗北しても経済への
影響は限定的との⾒⽅が少なからずあります。

＜インドの主な政治・経済スケジュール＞
2019年2⽉〜2019年5⽉

⽇付 スケジュール
2⽉1⽇ 2019/20年度政府予算案
2⽉5⽇-7⽇ インド準備銀⾏⾦融政策決定会合
2⽉12⽇ 2019年1⽉の消費者物価指数
2⽉28⽇ 2018年10-12⽉期GDP 
3⽉12⽇ 2⽉の消費者物価指数
4⽉上旬 インド準備銀⾏⾦融政策決定会合
4⽉12⽇ 3⽉の消費者物価指数

4〜5⽉ 総選挙（⾒込み）
※解散もありうるので、明確な時期は未定

5⽉13⽇ 4⽉の消費者物価指数
5⽉31⽇ 2019年1-3⽉期GDP 

インド
中型株式
（左軸）

原油価格
（右軸）

インド⼤型
株式（左軸）
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＜予想EPS（⼀株当たり利益）成⻑率＞
 インド経済は⾼成⻑が⾒込まれており、景気拡⼤

の恩恵を受けやすい内需関連企業を中⼼に、
2019年度の企業業績は良好なものになると予
想しています。

 特に、需要増による販売の増加や⾼付加価値製
品へのシフトによって業界が着実に拡⼤している消
費関連、⽣産⾯や経営⾯の効率化が進んでいる
製造業、融資の伸びが順調で不良債権処理が進
捗している銀⾏等が好調な業績になるとみています。

 また、インド中型株式はインド⼤型株式と⽐較して
⾼い利益の伸びが期待されており、インド中型株
式のパフォーマンスを後押しする要因になると考えら
れます。

（注1）インド⼤型株式はニフティ50、インド中型株式はニフティ中型株100（いずれも現地通貨ベース）を使⽤。
（注2）予想EPS（⼀株当たり利益）成⻑率は2019年1⽉18⽇現在のBloomberg予想。
（出所）Bloombergのデータを基に三井住友アセットマネジメント作成
※上記は過去の実績、当資料作成時点の予想および市場⾒通しであり、将来の運⽤成果および市場環境の変動等を⽰唆あるいは保証するものでは

ありません。今後、予告なく変更することがあります。

2020年度
2019年度

インド中型株式を押し上げる3つのエンジン

エンジン①：堅調なインド経済

エンジン②：インド企業の良好な業績

 インド経済は、⾼額紙幣廃⽌やGST（物品・サー
ビス税）導⼊に伴う混乱等を受け、2017年度の
実質GDP成⻑率は6.7％に減速しました。

 しかし、2018年度の実質GDP成⻑率は7.0〜
7.1％、2019年度は7.2〜7.3％と予想してお
り、インド経済は⾼い成⻑が続くと⾒込んでいます。

 また、原油価格の下落によって⾜元のインフレ率が
低下基調にあることもインド経済にとって追い⾵です。

 景気拡⼤の恩恵を受けやすい内需関連銘柄の
ウェイトが⾼いインド中型株式は、中⻑期で上昇
が期待されると考えています。

＜インドの実質GDP成⻑率の推移＞

（注）2018年度以降はコタックによる予想。
（出所）IMF、コタックのデータを基に三井住友アセットマネジメント作成

予想
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エンジン③：魅⼒的な⽔準にあるバリュエーション（株価評価）

 2018年の株式市場の調整を受けて、インド中型
株式の直近の予想PER（株価収益率、2019年
1⽉18⽇現在）はインド⼤型株式を下回る⽔準
まで低下しています。

 また、過去約1年間の平均予想PERからの乖離も
インド中型株式の⽅が⼤きくなっており、バリュエー
ション（株価評価）は魅⼒的な⽔準にあると考え
られます。

 ⽶中貿易摩擦の激化や原油価格の上昇、総選
挙の結果等のリスク要因を注視する必要はあります
が、堅調な国内経済、良好な企業業績、割安な
株価⽔準という3つのエンジンによって、2019年
のインド中型株式は良好なパフォーマンスを実現
すると予想しています。

＜インド株式の予想PERの推移と乖離率*＞
2018年1⽉31⽇〜2019年1⽉18⽇

（注1）インド⼤型株式はニフティ50、インド中型株式はニフティ中型株100（いずれも現地通貨ベース）を使⽤。
（注2）予想PERは12ヵ⽉先予想。平均予想PERは過去約1年間（2018年1⽉31⽇〜2019年1⽉18⽇）の平均。
（出所）Bloombergのデータを基に三井住友アセットマネジメント作成

インド中型株式
予想PER

インド⼤型株式
予想PER

インド中型株式
平均予想PER

インド⼤型株式
平均予想PER

過去約1年
平均と⽐べ
ると、インド
中型株式は
インド⼤型
株式より割
安な⽔準

＊直近（2019年1⽉18⽇）の予想PERの過去約1年平均からの乖離率

インド中型株式を押し上げる3つのエンジン（つづき）

インドルピーの⾒通し

 インドルピーは2018年10⽉以降、上昇傾向にあ
ります。それまでの下落要因であった⽶⾦利の上昇、
原油価格上昇によるインフレ率の上昇や経常収⽀
の悪化懸念、RBI（インド準備銀⾏）の独⽴性を
巡る政府との対⽴等が緩和していることが背景です。

 政治リスクの⾼まり等が相場の重しになる可能性も
ありますが、原油価格の下落による経常収⽀の改
善や、⽶国の利上げ観測の後退、RBI総裁の交
代がインドルピーのサポート要因になるとみています。

 また、インド経済のファンダメンタルズ（基礎的条
件）は実質GDP成⻑率の⽔準等において新興
国の中でも優位であることから、新興国通貨の中
でもインドルピーは底堅い動きになると考えられます。

（出所）Bloombergのデータを基に三井住友アセットマネジメント作成
※上記は過去の実績、当資料作成時点の予想および市場⾒通しであり、将来の運⽤成果および市場環境の変動等を⽰唆あるいは保証するものでは

ありません。今後、予告なく変更することがあります。

＜インドルピーの推移＞
2015年12⽉31⽇〜2019年1⽉18⽇

インドルピー安

インドルピー⾼

インド
⼤型株式

インド
中型株式
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基準価額と純資産総額の推移

以下、各ファンドの略称として、それぞれ以下のようにいうことがあります。
⾼成⻑インド・中型株式ファンド：３ヵ⽉決算型、⾼成⻑インド・中型株式ファンド（年1回決算型）：年1回決算型

＜3ヵ⽉決算型＞
（2011年8⽉31⽇（設定⽇）〜2019年1⽉18⽇）

8,805円

25,738円

＜年1回決算型＞
（2017年11⽉22⽇（設定⽇）〜2019年1⽉18⽇）

8,345円

（注1）基準価額、税引前分配⾦再投資基準価額は、１万⼝当たり、信託報酬控除後です。
（注2）税引前分配⾦再投資基準価額は、分配⾦（税引前）を分配時に再投資したものと仮定して計算しており、実際の基準価額とは異なります。
（注3）＜年1回決算型＞は2019年1⽉18⽇現在において分配を⾏っておりません。

※上記は過去の実績であり、当ファンドの将来の運⽤成果等を⽰唆あるいは保証するものではありません。
※ファンド購⼊時には、購⼊時⼿数料がかかる場合があります。また、換⾦時にも費⽤・税⾦などがかかる場合があります。詳しくは8ページおよび投資信託

説明書（交付⽬論⾒書）をご覧ください。
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＜ファンドの特徴＞

1.インドの中型株式を実質的な主要投資対象とし、信託財産の中⻑期的な成⻑を⽬指します。
●ファンド・オブ・ファンズ⽅式により運⽤を⾏います。外国投資信託への投資を通じて、インドの取引所に上場している中型株式（預託

証書 （ＤＲ）や上場予定を含みます。）等に投資を⾏います。
●原則として、対円での為替ヘッジは⾏いません。

※当ファンドにおいて中型株式とはニフティ500の時価総額上位51位〜350位の銘柄に準じた時価総額規模を有する銘柄とします。
ただし、⼤型株式や⼩型株式にも投資を⾏うことがあります。

※株式への投資は、当該株式の値動きに連動する有価証券への投資で代替する場合があります。

2.インドの代表的な総合⾦融グループの⼀つである「コタック・マヒンドラ」グループが実質的な運⽤を⾏います。
●主要投資対象とする外国投資信託は、インドの中型株式等に精通したコタック・マヒンドラ・アセット・マネジメント（シンガポール）が運

⽤を⾏います。

3.３ヵ⽉決算型と年1回決算型からご選択いただけます。
●3ヵ⽉決算型は、原則として、毎年2⽉、5⽉、8⽉、11⽉の27⽇（休業⽇の場合は翌営業⽇）に決算を⾏い、分配⽅針に基づき

分配を⾏います。
●年1回決算型は、原則として毎年2⽉27⽇（休業⽇の場合は翌営業⽇）に決算を⾏い、分配⽅針に基づき分配⾦額を決定します。
●委託会社の判断により分配を⾏わない場合もあるため、将来の分配⾦の⽀払いおよびその⾦額について保証するものではありません。

※販売会社によってはいずれか⼀⽅のみの取扱いとなる場合があります。詳しくは販売会社にお問い合わせください。

※資⾦動向、市況動向等によっては、上記のような運⽤ができない場合があります。

 分配⾦は、預貯⾦の利息とは異なり、ファンドの純資産から⽀払われますので、分配⾦が⽀払われると、その⾦額相当分、基準価
額は下がります。

 分配⾦は、計算期間中に発⽣した収益（経費控除後の配当等収益および評価益を含む売買益）を超えて⽀払われる場合が
あります。その場合、当期決算⽇の基準価額は前期決算⽇と⽐べて下落することになります。また、分配⾦の⽔準は、必ずしも計
算期間におけるファンドの収益率を⽰すものではありません。

 投資者のファンドの購⼊価額によっては、分配⾦の⼀部または全部が、実質的には元本の⼀部払戻しに相当する場合があります。
ファンド購⼊後の運⽤状況により、分配⾦額より基準価額の値上がりが⼩さかった場合も同様です。

＜分配⾦に関する留意事項＞
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 価格変動リスク
株式市場リスク…株式の価格の下落は、基準価額の下落要因です
内外の政治、経済、社会情勢等の影響により株式相場が下落した場合、ファンドの基準価額が下落する要因となります。また、個々の
株式の価格はその発⾏企業の事業活動や財務状況、これらに対する外部的評価の変化等によって変動し、ファンドの基準価額が下
落する要因となります。特に、企業が倒産や⼤幅な業績悪化に陥った場合、当該企業の株式の価値が⼤きく下落し、基準価額が⼤き
く下落する要因となります。
信⽤リスク…債務不履⾏の発⽣等は、基準価額の下落要因です
ファンドが投資している有価証券や⾦融商品に債務不履⾏が発⽣あるいは懸念される場合に、当該有価証券や⾦融商品の価格が下
がったり、投資資⾦を回収できなくなったりすることがあります。これらはファンドの基準価額が下落する要因となります。

 為替変動リスク…円⾼は基準価額の下落要因です
外貨建資産への投資は、円建資産に投資する場合の通常のリスクのほかに、為替変動による影響を受けます。ファンドが保有する外貨
建資産の価格が現地通貨ベースで上昇する場合であっても、当該現地通貨が対円で下落（円⾼）する場合、円ベースでの評価額
は下落することがあります。為替の変動（円⾼）は、ファンドの基準価額が下落する要因となります。

 カントリーリスク…投資国の政治・経済等の不安定化は、基準価額の下落要因です
海外に投資を⾏う場合には、投資する有価証券の発⾏者に起因するリスクのほか、投資先の国の政治・経済・社会状況の不安定化
や混乱などによって投資した資⾦の回収が困難になることや、その影響により投資する有価証券の価格が⼤きく変動することがあり、基
準価額が下落する要因となります。

 市場流動性リスク…市場規模の縮⼩・取引量の低下により、不利な条件での取引を余儀なくされることは、基準価額の下落要因です
ファンドの資⾦流出⼊に伴い、有価証券等を⼤量に売買しなければならない場合、あるいは市場を取り巻く外部環境に急激な変化が
あり、市場規模の縮⼩や市場の混乱が⽣じた場合等には、必要な取引ができなかったり、通常よりも不利な価格での取引を余儀なくさ
れることがあります。これらはファンドの基準価額が下落する要因となります。

ファンドは、投資信託を組み⼊れることにより運⽤を⾏います。ファンドが組み⼊れる投資信託は、主として海外の株式を投資対象として
おり、その価格は、保有する株式の値動き、当該発⾏者の経営・財務状況の変化、為替相場の変動等の影響により上下します。ファン
ドが組み⼊れる投資信託の価格の変動により、ファンドの基準価額も上下します。基準価額の下落により損失を被り、投資元本を割り
込むことがあります。
運⽤の結果としてファンドに⽣じた利益および損失は、すべて受益者に帰属します。したがって、ファンドは預貯⾦とは異なり、投資元本が
保証されているものではなく、⼀定の投資成果を保証するものでもありません。ファンドの主要なリスクは、以下の通りです。

■ 基準価額の変動要因 ■

＜ファンドのリスクおよび留意点 ＞

■ その他の留意点 ■

■ファンド固有の留意点
中型株投資に関する留意点
ファンドは、いわゆる中型株に着⽬して投資するファンドであり、株式市場全体の値動きと⽐較して、相対的に値動きが⼤きくなることが
あります。また、中型株の値動きが株式市場全体の値動きと異なる場合、ファンドの基準価額の値動きは、株式市場全体の値動きと
異なることがあります。
インド株式投資に関する留意点
インド株式の譲渡から得るキャピタル・ゲインについては、株式を保有期間１年未満で売却した場合は15％程度、保有期間１年超
で売却した場合は10％程度のキャピタル・ゲイン税等が課されます。当ファンドの換⾦等により、投資している外国投資信託で⼤量の
株式売却が⽣じる場合には、当ファンドにおいて実質的にキャピタル・ゲイン税等を負担するため、基準価額に⼤きな影響を及ぼすこと
があります。また、インドの株式には、外国⼈機関投資家の保有⽐率の制限があります。したがって、外国⼈機関投資家の保有⽐率
の状況によっては投資が制約される場合があります。

■投資信託に関する留意点
 ファンドのお申込みに関しては、クーリング・オフ制度の適⽤はありません。
 投資資産の市場流動性が低下することにより投資資産の取引等が困難となった場合は、ファンドの換⾦申込みの受付けを中⽌する

こと、および既に受け付けた換⾦申込みを取り消すことがあります。
※上記のキャピタル・ゲインに関する記載は、作成基準⽇現在のものであり、将来変更される場合があります。
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＜お申込みメモ（詳しくは投資信託説明書（交付⽬論⾒書）をご覧ください。）＞

購 ⼊ ・ 換 ⾦ の
申 込 受 付 ⽇ 原則として、申込不可⽇を除きいつでも購⼊、換⾦の申込みができます。

購 ⼊ 単 位 販売会社または委託会社にお問い合わせください。
購 ⼊ 価 額 購⼊申込受付⽇の翌営業⽇の基準価額となります。
換 ⾦ 価 額 換⾦申込受付⽇の翌営業⽇の基準価額から信託財産留保額（0.3％）を差し引いた価額となります。
換 ⾦ 代 ⾦ 原則として、換⾦申込受付⽇から起算して7営業⽇⽬以降にお⽀払いします。

申 込 不 可 ⽇ インドの取引所、インド（ムンバイ）の銀⾏、ルクセンブルグの銀⾏の休業⽇のいずれかに当たる場合ならびに毎年12⽉24⽇には、
購⼊、換⾦の申込みを受け付けません。

決算および分配
（3ヵ⽉決算型） 年4回（毎年2⽉、5⽉、8⽉、11⽉の27⽇。休業⽇の場合は翌営業⽇）決算を⾏い、分配⽅針に基づき分

配を⾏います。
（年1回決算型） 年1回（毎年2⽉27⽇。休業⽇の場合は翌営業⽇）決算を⾏い、分配⽅針に基づき分配⾦額を決定します。
※ 委託会社の判断により分配を⾏わない場合もあります。

信 託 期 間 （3ヵ⽉決算型） 2011年8⽉31⽇から2027年3⽉1⽇まで
（年1回決算型） 2017年11⽉22⽇から2027年3⽉1⽇まで

繰 上 償 還
委託会社は、主要投資対象とする外国投資信託が存続しないこととなったときは、繰上償還します。
委託会社は、受益者にとって有利であると認めるとき、各ファンドにつき残存⼝数が10億⼝を下回ることとなったとき、その他やむを得な
い事情が発⽣したときは、あらかじめ受益者に書⾯により通知する等の所定の⼿続きを経て、繰上償還させることがあります。

課 税 関 係

課税上は株式投資信託として取り扱われます。
公募株式投資信託は税法上、少額投資⾮課税制度「NISA（ニーサ）」、未成年者少額投資⾮課税制度「ジュニアNISA（ニー
サ）」の適⽤対象です。ただし、販売会社によっては当ファンドをNISA、ジュニアNISAでの取扱い対象としない場合があります。
詳しくは販売会社にお問い合わせください。
配当控除の適⽤はありません。
※ 上記は作成基準⽇現在の情報をもとに記載しています。税法が改正された場合等には、変更される場合があります。

＜ファンドの費⽤等（詳しくは投資信託説明書（交付⽬論⾒書）をご覧ください。）＞
 ファンドの費⽤
①投資者が直接的に負担する費⽤

②投資者が信託財産で間接的に負担する費⽤

※ ファンドの費⽤（⼿数料等）の合計額、その上限額、計算⽅法等は、投資者の保有期間に応じて異なる等の理由により、あらかじめ具体的に記載
することはできません。

 委託会社、その他の関係法⼈

購 ⼊ 時 ⼿ 数 料 購⼊価額に3.78％（税抜き3.5％）を上限として、販売会社がそれぞれ別に定める⼿数料率を乗じた額。
詳しくは販売会社にお問い合わせください。

信 託 財 産 留 保 額 換⾦時：1⼝につき、換⾦申込受付⽇の翌営業⽇の基準価額に0.3％の率を乗じた額

運 ⽤ 管 理 費 ⽤
（ 信 託 報 酬 ）

ファンドの純資産総額に年1.1394％（税抜き1.055％）の率を乗じた額
※ 投資対象とする投資信託の信託報酬等を含めた場合、年2.0294％（税抜き1.945％）程度となります。

そ の 他 の 費 ⽤ ・
⼿ 数 料

上記のほか、ファンドの監査費⽤や有価証券の売買時の⼿数料、資産を外国で保管する場合の費⽤等（それらにかかる消
費税等相当額を含みます。）が信託財産から⽀払われます。これらの費⽤に関しましては、その時々の取引内容等により⾦
額が決定し、運⽤状況により変化するため、あらかじめ、その⾦額等を具体的に記載することはできません。

委 託 会 社

三井住友アセットマネジメント株式会社（ファンドの運⽤の指図等を⾏います。）
⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第399号
加⼊協会 ：⼀般社団法⼈投資信託協会、⼀般社団法⼈⽇本投資顧問業協会、

⼀般社団法⼈第⼆種⾦融商品取引業協会
フリーダイヤル ：0120-88-2976 受付時間：営業⽇の午前9時〜午後5時
ホームページ ：http://www.smam-jp.com

受 託 会 社 三菱ＵＦＪ信託銀⾏株式会社（ファンドの財産の保管および管理等を⾏います。）

販 売 会 社 委託会社にお問い合わせください。（ファンドの募集・販売の取扱い等を⾏います。）
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販売会社⼀覧①
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作成基準⽇：2019年1⽉18⽇

【重要な注意事項】
 当資料は三井住友アセットマネジメントが作成した販売⽤資料であり、⾦融商品取引法に基づく開⽰書類ではありません。
 当資料の内容は作成基準⽇現在のものであり、将来予告なく変更されることがあります。また、当資料は三井住友アセットマネジ

メントが信頼性が⾼いと判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありません。
 当資料にインデックス・統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の⼀切の権利は、その発⾏者および許諾者に

帰属します。
 投資信託は、値動きのある証券（外国証券には為替変動リスクもあります。）に投資しますので、リスクを含む商品であり、運⽤

実績は市場環境等により変動します。したがって元本や利回りが保証されているものではありません。
 投資信託は、預貯⾦や保険契約と異なり、預⾦保険・貯⾦保険・保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また登

録⾦融機関でご購⼊の場合、投資者保護基⾦の⽀払対象とはなりません。
 当ファンドの取得のお申込みにあたっては、販売会社よりお渡しする最新の投資信託説明書（交付⽬論⾒書）および⽬論⾒書

補完書⾯等の内容をご確認の上、ご⾃⾝でご判断ください。また、当資料に投資信託説明書（交付⽬論⾒書）と異なる内容
が存在した場合は、最新の投資信託説明書（交付⽬論⾒書）が優先します。投資信託説明書（交付⽬論⾒書）、⽬論⾒
書補完書⾯等は販売会社にご請求ください。

 当資料に評価機関等の評価が掲載されている場合、当該評価は過去の⼀定期間の実績を分析したものであり、将来の運⽤成
果等を⽰唆あるいは保証するものではありません。

 当資料に掲載されている写真がある場合、写真はイメージであり、本⽂とは関係ない場合があります。

※上記の評価は過去の⼀定期間の実績を分析したものであり、当ファンドの将来の運⽤成果等を⽰唆あるいは保証するものではありません。

●Ｒ＆Ｉファンド⼤賞2018について
当ファンドは、｢Ｒ＆Ｉファンド⼤賞2018｣投資信託／インド株式部⾨において最優秀ファンド賞に選ばれました。
「Ｒ＆Ｉファンド⼤賞2018」／投資信託は、2016、2017、2018年それぞれの3⽉末時点における１年間の運⽤実績データを⽤い

た定量評価がいずれも上位75％に⼊っているファンドに関して、2018年3⽉末における3年間の定量評価によるランキングに基づいて表
彰しています。定量評価は、“シャープ・レシオ”を採⽤し、表彰対象は償還予定⽇まで 1年以上の期間を有し、残⾼が30億円以上か
つカテゴリー内で上位50％以上としています。なお、上位1ファンドを「最優秀ファンド賞」、次位2ファンド程度を「優秀ファンド賞」として表
彰しています。
「Ｒ＆Ｉファンド⼤賞」は、Ｒ&Ｉが信頼し得ると判断した過去のデータに基づく参考情報（ただし、その正確性及び完全性につきＲ＆

Ｉが保証するものではありません）の提供を⽬的としており、特定商品の購⼊、売却、保有を推奨、⼜は将来のパフォーマンスを保証す
るものではありません。当⼤賞は、信⽤格付業ではなく、⾦融商品取引業等に関する内閣府令第２９９条第１項第２８号に規定さ
れるその他業務（信⽤格付業以外の業務であり、かつ、関連業務以外の業務）です。当該業務に関しては、信⽤格付⾏為に不当な
影響を及ぼさないための措置が法令上要請されています。当⼤賞に関する著作権等の知的財産権その他⼀切の権利はＲ＆Ｉに帰属
しており、無断複製・転載等を禁じます。

販売会社⼀覧②
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